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Glucagon-like peptide-1 (GLP-1) is secreted from enteroendocrine L cells. GLP-1 secretion 

is regulated by various luminal nutrients, bacterial metabolites, and hormones, and secreted 

GLP-1 maintains homeostasis. Although various bacterial metabolites are known to cause 

metabolic syndromes and neuropsyhcological disorders, whether these effects are mediated by 

GLP-1 secretion remains unclear. In the present talk, I will present the relationship between 

bacterial metabolites and GLP-1 secretion from enteroendocrine cells. 
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哺乳類宿主とその腸内細菌叢との共生関係が、宿主のエネルギー摂取や認知機能な

どに関与する。例えば、糖尿病や認知症、自閉症などは、腸内細菌叢の機能異常によ

って発症する例が報告されている。また、肥満マウスと正常マウスとを比較すると腸

内細菌叢の組成や代謝産物が異なっており、肥満マウスでは特定の腸内細菌と代謝産

物が増加している。しかし、腸内細菌代謝産物が、どのようなメカニズムで各種疾患

発症に関与しているのかは不明である。 

消化管上皮には、多種多様な消化管内分泌細胞が分布する。この消化管内分泌細胞

は、管腔内の栄養素や腸内細菌代謝物、血中の生理活性物質、自律神経由来の神経伝

達物質などを受容して、消化管ホルモンを分泌し、生体内の恒常性維持に寄与する。

今回は、腸内細菌代謝物がどのようか機構で消化管内分泌細胞からの消化管ホルモン

分泌を調節するのかについて紹介する 1-3)。 
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